
Kaleido
分散型広告プラットフォーム



CoinPostについて

常に先行する海外クリプト情報と国内クリプト情報の非対称性を少しでも払拭し、日本の仮想通貨投資家の

方々に有益な情報を届けるべく、2017年7月に暗号資産メディアの運営を開始。
2020年10月より1年以上に渡って各国の仮想通貨メディアで月間訪問者数が国内1位、世界3位にランクイン。
メディア事業以外に国内外暗号資産プロジェクトのビジネス・ローカライズ支援事業、Web3系プロジェクト
やNFTプロジェクトを運営、開発。



Kaleido

広告枠のマーケット

プレイス

・販売される広告枠

はNFT化(＝ADT)

・スマートコントラ

クトで取引実行
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目的

Web3.0時代の広告枠取引を見据え、広告代理店を介すことなく
広告主とメディアが安心して広告取引を行えるプロトコルの開

発



Before After

Media

AD Agency

Cliant

Not P2P

$

$AD Space currency

$

Media Cliant
P2P AD Serve

$Matic

AD Agency

$MaticAD Space Crypto

Kaleido



CryptoPunks

NYC Digital signage AD

LuckyManeki

NYC Billboard AD

Hashmask

NY Times Square AD

コミュニティ広告



解決したい課題

0
1 

広告取引のDX化

スマートコントラクトで取引・

交換・請求・支払いの処理

0
2 

グローバル取引

暗号資産決済を用いた決済処理

を活用し、グローバルにおける

広告取引をサポート

0
3 

メタバース・Web3.0時代

企業の広告商流がデジタル上に

シフト、応援広告含む個人広告

がエンタメ化



誰もが広告枠の購入可能

広告枠の２次流通

広告の透明性

小規模媒体の広告運用

広告収益の最適化

キャッシュフロー改善

AD Agency

- NFT Artist

- Influencer

- Small business
Demand

P
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Secondary distribution fee incurred



従来の広告取引



Kaleido



Kaleido システム詳細

◆広告取引の流れ

1. メディアやインフルエンサーがKaleidoで広告枠をNFT化

2. カレイドに広告情報が掲載され、検索可能に

3. クライアントが条件に合う広告枠を選択し、購入

4. クライアントが広告内容を提出、メディアによる審査を実施

5. 広告承認後、広告の入稿時期に自動掲載

広告枠登録

メディア

NFT化 広告枠一覧

入札

価格最適化

審査

広告内容の見直し

広告サーバー

-掲載期間
-想定IMP

-最低入札価格

情報掲載
検索可能に

広告枠の2次流通も可能

広告審査
-広告表現
-リスク等

自動決済活用で広告
価格を最適化

暗号資産は取引完了後即時に支払われます

“Kaleido”
広告枠マーケットプレイス

広告枠権利

AD

審査終了後自動掲載



実証実験
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応援広告への転用



メディア

広告のNFT化

Start point

広告取引の
自動化

広告入札

価格の最適化

掲載広告内容の提示

広告掲載契約

収益性の改善
コミュニテ
ィ利用

NFTが広告に!

コミュニティ活性化

広告流動性の上昇

Flex NFT

スマコン決済

利用可能な広告スペース参加メディア数の増加



課題



今後導入可能な仕組み（検討事項）

1 販売システムの改善
-オークション
-ダッジオークション
-オファー

2 複数人入札システム

3 個人間オファー受付システム

4 応援広告のエンタメ化



ありがとうございました。


